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◎はじめに

「生涯にわたって主体的に学び続け、多様な他者と協同しながら、自らの人生を舵取りすることができる、民主的で持続可能な社会の創り手をみんなで育む」

文部科学省中央教育審議会が取りまとめた「論点整理」の第一章、次期学習指導要領に向けた基本的な考え方として、上記のように示されています。社会的・職業的自立に向けて必要となる資質・能力を育むという、キャリア教育が目指す児童生徒の姿と合致しています。キャリア教育の役割は、ますます重要になるのではないかと感じています。

現在、特別部会での検討や各ワーキンググループでの議論が盛んに行われ、次期学習指導要領の改訂に向けて内容の充実が図られているところです。今後の動向も注視していきたいと思います。

                                      全国小学校キャリア教育研究協議会会長　石田淳　

◎公開授業・研修会等のご報告

通信１５号では、第１２回全国小学校キャリア教育研究協議会静岡大会御礼や２月３月の公開研修会等のお知らせを中心にお知らせしましたが、その折お知らせした研修会に参加させていただきました。その様子やいただいた感想等をお知らせします。

〇東京都第４回授業研究会報告

　日時　　令和８年２月２６日（木）１３時１５分～　４年社会科

　場所　　大田区立矢口東小学校

　授業者　菅野　弥沙　先生

　指導助言　澤井　陽介　先生（大妻女子大学教授）

令和７年１１月６日に行われた大田区立矢口東小学校研究発表会で４年生社会科を公開いただいた菅野先生が再び社会科の授業を公開してくださいました。「外国とかかわりのある港区」で学習問題を作り予想を立てる授業でした。

３０名近い参観者があり、緊張してもおかしくない状況でしたが、菅野先生と学級の子どもたちとの信頼関係、明るい雰囲気、テンポの良いやり取りがあり、子どもたちだけでなく、参観者も気持ちがあったかくなる授業でした。資料の精選や提示方法など、キャリア教育の視点だけでなく、社会科の授業としてもとても質の高い実践でした。

・授業者の菅野先生からいただいたふりかえり

　今回の授業とても迷いました。毎日指導案を更新して、迷宮入りした時もありました。そのときに、支えになってくださったのは学年の先生、東京都小学校キャリア教育研究会の仲間、区社研の先生方です。みなさんとお話する中で、授業の形がだんだんと見えてきました。何より私の支えとなったのは、こどもたちです。どんな社会の授業にしていきたい？自分たちがどんな姿になっていたい？とこどもたちにも自分の悩みや思いを伝え、こどもたちの思いも聞きながら、今回の授業はこれでいこうと決めました。

今回に研究授業を通して、こどもたちと共に学年目標であるピウ•アパッシオナート(※「より情熱的に」という意味)に日々過ごしてきた、その熱量を感じていただけてよかったです。

資料や流れを精選したのですが、学習問題づくりについては、迷いもあり、前時までの問いも出してしまいましたが、澤井先生のご助言どおり、本時の資料から出た気づきや疑問から学習問題を設定して、一人一人が予想をし、それぞれの問いをもつところをしっかりできればよかったと思いました。

授業でのこどもたちの考えや予想から、日々の学習で意識してきた社会科の見方•考え方を働かせながら、いままでの学びや自分自身の経験と結びつけながら考えている様子が見られ、学びが生きているなと嬉しく思いました。一方で、活動に難しさを感じている個別の支援を要する子達にどう関わっていくか、どのような授業なら皆が育っていくのかは今後もよく考えていかなくてはいけないと思いました。

自評でも述べましたが、

　社会科が好きという大多数の子達だけでなく苦手や難しさを感じている子たちも、「一人一人が社会科での『なりたい自分』を思い描き、『やってみよう』と主体的に学ぶ姿」、「資料を通して、社会的事象や人々の思いにふれること」、「社会科とキャリア教育の関連」が見とれる授業にしたいと思って授業をしていました。

　振り返りで、社会科や考えをもつことに苦手意識をもつある男の子が「自分から理由が書けて良かった。これからも毎日めあてが達成できるようにしたい。」と自信をもって発言してくれたこと。社会科が苦手で発言も控えめな女の子が、最後に手を挙げ「社会科がちょっと苦手だけど、今やった時点で楽しかったからもっとやりたくなった。」と言ってくれたこと、そして翌日皆さんからの感想をもとにこどもたちを褒めたときに「良かったことだけじゃなくて、こうしたら良くなるってことも教えて！」と言ってくれたことが授業者としての最高のご褒美でした。

　ご参観いただきたくさんのご指導や感想をくださった皆様本当にありがとうございました。

〇京都市中学校生き方探究（キャリア教育）部会研修会

　日時　　令和８年２月２７日１８時～１９時３０分

　場所　　京都市総合教育センター（四条河原町下る）

　講師　　藤田　晃之　先生

　　　　　筑波大学教授・日本キャリア教育学会会長

　テーマ　「仮　キャリア教育と探究～次期学習指導要領を見通して～　

　金曜日の講演会、ありがとうございました。皆様のおかげで無事に終えることができました。

「学びとは何か」「主体性、意欲を育てる」といったことを深く考え直すきっかけになりました。

例えば…

〇何を学ぶ（育てる）ことを目的にしていくのがよりよいのか、すべての教育活動で

　それを効果的に向上させていくにはどのような意識を僕ら（＝教師）はもてばよいのか、

　そんなことを考えました。

〇主体性や意欲があるのかないのか、評価することすら容易ではないけれど、何とか

　今までやってきたようには思います。

　しかしそれを育てるには、向上させるにはどうすればよいかとずっと自問自答してきています。

　いまだにどうすればいいのか、わからない部分が大きいです。それでも、やはり挑戦的に学び

　続けようとする姿勢は大切に育てることが　大切な気がしてきました。

　これからの社会をたくましく生きるとはそういうことなのかなと、今は思っています。

　教育目標なども、再度見直すべきなのかもしれませんね。

　藤田先生から「キャリア教育の出番です」との言葉がありました。

　我々の出番だと背中がすっと伸びました。

　来年度も探究的に学び続ける研究会でありたいと思っております。

　来年度も研究会へのご協力、よろしくお願いいたします。

　　　　　　京都市立中学校教育研究会生き方探究教育（キャリア教育）部会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幹事長　上島　保隆　（太秦中学校）

令和７年度最後の公開授業のお知らせ

〇東京都小学校キャリア教育研究会　第５回授業研究会

　日時　令和８年３月１３日（金）【第１部】１１時３５分～【第２部】１３時３０分～

　場所　【第１部】荒川区立峡田小学校　６年１組２組　１１時３５分～１２時２０分

　　　　　　　　移動　徒歩１２分

　　　　【第２部】荒川区立ひぐらし小学校　６年１組２組３組　１３時３０分～１４時１５分

　内容　６年学級活動（３）一人一人のキャリア形成と自己実現

　　　　　ア　現在や将来に希望や目標をもって生きる意欲や態度の形成

　研究説明・指導講評　１４時３０分～１６時４５分

　講師　文部科学省初等中等教育局教育課程課　教科調査官

　　　　　佐藤　学先生　/　和久井　信彦先生　

　申込み・お問合せ

　　　　荒川区立峡田小学校長　松本典之

　　　　電話　０３（３８０１）０７０８

　　　　メール　noriyuki.matsumoto@city.arakawa.lg.jp

◎編集後記

第１６号では、東京、京都での公開授業、研修会の様子をお伝えしました。また、今週１３日には東京での研修会が予定されています。この記事をお読みになって刺激を受けられたかた、ぜひご参加ください。

このメールをお読みになっている方にお願いです。全国のいろんな地域の方のご意見やご感想、実践、情報をお待ちしています。授業の中でこんなことに取り組んでみたや、こんなことで悩んでいるなど、どんな小さなことでもご連絡いただければありがたいです。読者みんなで考えれば、きっと何かいいものが見つかると思います。

このメールは本会主催の全国大会へ参加いただいた方、本会の会員が名刺交換させて

いただいた方などにお送りしています。配信中止をご希望される場合は、お手数ですが、

その旨をご記入の上、本メールに返信をお願いします。
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